
１．  整列  組合せ
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受審者は順番が近づいたら、面を付けて会場前のイス（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ表示）に座って待機する。

２．  一級・初段  実技審査科目　（　①　切り返し　　②　立合　）

①  切り返し・・・９本の切り返し　　１回

-

-

-

-

②  立合・・・地稽古形式の立合、相手を変えて一人２回行う　（時間： １回 １分程度）

（立合の順番）

A - B の立合 左の順で相手を変えて１人２回ずつ行う。

C - B の立合 Aは、Bとの立合のあと退場し、Dとの立合まで待機する。

C - D の立合 B・C・Dは２回連続して行う。

A - D の立合 （Ａ・Ｃは審査員に向かって左側、Ｂ・Ｄは右側になる。）

３．  二段・三段  実技審査科目　（　①　立合　）

①  立合・・・地稽古形式の立合、相手を変えて一人２回行う　（時間： １回 １分程度）

立合の順番は、一級・初段と同様

１番目

２番目

３番目

４番目

受審番号順に、①～④　⑤～⑧　⑨～⑫　というように４名ずつ１組となり、番号の数の小さい受審者
から順にその組の A・B・C・D となる。

（ 受 審 者 用 イ ス ）

待
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【  一 級 ～ 三 段   受 審 要 領  】

審　査　員

第１組 第２組 第３組

正面打ちのあと、前へ４本 後へ５本の左右面を打ち、正面打ちで抜け、正面打ちでもどる。

（通常の切り返しは、正面打ちのあと９本の左右面を２回やることが多いが、審査の時は１回のみ。）

２組（８名）が１グループとなり、審査員側から受審番号の小さい順に
向かい合って、９歩の間合いに立つ。
（左図のように番号の小さい受審者が審査員に向かって左側になる。）

立会人の「切り返し、始め」の号令で、立会人の指示した側（右または
左側）から始める。
（互いに立礼のあと、３歩進んで蹲踞・抜刀し、切り返しを始める。）

一方が終わったら、竹刀を合わせた位置で構えたまま待ち、立会人の
号令で反対側が切り返しを行う。

両者の切り返しが終わったら、立会人の号令で蹲踞・納刀し、審査員側
の２名（左図の場合は①②）を残して退場し、自分の立合まで待機する。

残った審査員側の２名（左図①②）は、会場中央に移動し、立会人の
号令で立合を開始する。

待
機

A ①

Ｃ ③

A2
⑤

C2
⑦

② Ｂ

Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ   Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ

④ Ｄ

立会人

 ⑥ B2

 ⑧ D2


